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平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 

（第二回 江島地区検討会） 

 

・日時：平成 30 年 12 月 11 日（火）13：00～16：00 

・場所：江島公民館 

 

次 第 

1．開会あいさつ      13:00～13:05 

 

2．議事 

（1）合意形成について     13:05～13:35 

 

（2）環境影響について     13:35～14:50 

・水中撮影結果について 

・景観調査結果について 

～休憩（10 分）～ 

 

（3）地域貢献について     15:00～15:40 

・地域活性化策の方針に係る協議 

 

3．その他       15:40～15:50 

 ・第三回合同検討会・第二回勉強会について 

 ・今年度の西海市の取り組みについて 

 

４．全体振り返り・閉会     15:50～16:00 

 

 【配布資料】 

  資料 1  地域検討会委員名簿 

  資料 2  座席表 

  資料 3-1 合意形成について 

  資料 3-2 協定書（案） 

  資料 4  環境保全について 

  資料 5  地域貢献に係る協議について 

  資料 6  地域貢献について 

  資料 7  第三回合同検討会・第二回勉強会について 

  資料 8  今年度の西海市の取り組みについて 





 

区分 所属 役職 職・氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

一般社団法人　海洋エネルギー漁業共生センター 理事 渋谷　正信

日本野鳥の会　長崎県支部
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委員 谷口　秀樹

江島東行政区 行政区長 宮崎　博章

江島西行政区 行政区長 髙瀬　正吉

江島浜行政区 行政区長 渡辺　一男

江島公民館 館長 福富　幸男

西海大崎漁協（江島支所） 理事 柏木　世次

消防団第５分団 団長 田中　義一

青壮年部 部長 松本　英雄

江島公民館 主事 岩見　眞一

漁友会 会長 宮崎　幹夫

江島小中学校 校長 藤井　達也

江島診療所 所長 長島　義斉

崎戸地区行政区長会 会長 福岡　昭和

平島行政区 代表区長 林　嘉幸

西海大崎漁業協同組合（崎戸支所） 理事 前﨑　順康

西海大崎漁業協同組合（平島支所） 理事 森　剛

西海大崎漁業協同組合（本所） 代表理事組合長 小山　文雄

大瀬戸町漁業協同組合 代表理事組合長 竹嶋　巖

崎戸商船株式会社 取締役 木原　直人

黒瀬建設株式会社 課長 末永　良友

株式会社親和銀行　地域振興部 部長 麻生　隆宏

長崎県中央釣船業協同組合 代表理事 山下　銀河

情報交通課 課長 福田　龍浩

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

水産課 課長 岸下　輝信

島の暮らし支援室 室長 作中　修

崎戸総合支所 総合支所長 植田　智子

30名

長崎大学海洋未来イノベーション機構 機構長特別補佐 森田　孝明

長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

チームリーダー 山本　康弘

シニアスタッフ 三牧　夏実

統括コーディネーター 松浦　正己

事務局長 高比良　実

株式会社西海クリエイティブカンパニー 宮里　賢史

弘前大学地域戦略研究所　海洋エネルギー利活用研究室 教授 桐原　慎二

弘前大学理工学研究科安全システム工学専攻 志田　崇

課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

佐藤　理絵

事務局

オブザー
バー

政策企画課

NPO法人長崎海洋産業クラスター形成推進協議会

西海市

県関係部局

その他

ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社
洋上風力開発部

発電事業者（洋上）

アジア航測株式会社 福岡支店　

平成30年度　西海市風力発電導入に向けた地域検討会委員　江島地区

検討会
委員

西海市
関係部局

学識経験者
・有識者

農林漁業

住民代表
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事業実施について、地域・先⾏利⽤者等と事業者の間の最終的な合意形成にあ
たっては、事業への同意書や各種契約等が取り交わされることが想定されます。

そして、この同意や契約等を取り交わす前段には、事業者の環境影響や地域貢
献等への配慮・対応⽅針について明⽂化したものが必要となります。

「事業をどのように進めるのかを取り決めた基本的なルール」について明⽂化
したものを拠り所に、地域や様々な関係組織が、事業者と協議を⾏い、同意や契
約等を取り交わすことで、最終的に合意が形成されるものと考えます。

【本⽇の取り組み】
「事業をどのように進めるのか取り決めた基本的なルール」を協定書とし、協定
書の基となる協定書（様式案）について、検討を⾏います。

協定書の主な内容として、以下の項⽬を定める⽬的も踏まえ、検討を⾏います。

1) 協議の場 2) 事業計画等の説明 3) 環境影響
4) 地域振興 5) 連絡体制 6) 報告 7) その他

（※検討結果はあくまでも協定書（様式案）となります。
実際には、各地域の実情に応じて、事業者と協定書の詳細内容について協議を

⾏う必要があります。）

合意形成について 資料3-1

1

1) 協議の場
○⽬的

⾵⼒発電事業は、⼯事の施⼯から⾵⼒発電機の稼働（約20年）及び撤去ま
で、地域に⻑期的に係わる事業となります。その間定期的に地域、事業者、
⾏政等が事業の進捗状況や環境影響、地域貢献等について協議する場を設け、
地域との親和性を⾼く保ちながら、事業を継続していく必要があります。

【協定書（様式案）の主な内容】
・協定書締結後は、事業者が開催する「（仮称）●●地区分科会」をもって、
事業に関する環境影響や地域振興等について協議する場とします。（第3
条）

合意形成について 資料3-1

2

⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電

事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

○○地区分科会

報告報告報告

※年1回以上 ※年1回以上 ※年1回以上

※年1回



1) 協議の場
【協定書（様式案）の主な内容】
・事業者は、協定書締結後、地区分科会を⼯事施⼯開始前の可能な限り早い
時期から年1回以上開催することとし、撤去完了と判断する状態となるまで
（第6条）、地区分科会を開催することとします。（第4条）

・地区分科会の構成員は地域検討会委員を基本とし、協議の状況に応じて構
成委員の過半数の同意をもって適宜変更できるものとします。（第5条）

合意形成について 資料3-1

3

⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電

事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

○○地区分科会

報告報告報告

※年1回以上 ※年1回以上 ※年1回以上

※年1回

2) 事業計画等の説明
○⽬的

⾵⼒発電施設については、①建設（⼯事⽤⾞両・作業船の通⾏、⼤型建設
機械の稼働等）、②運転（⾳・低周波・影等）、③撤去（①と同様）の各段
階において、地域住⺠（⽣活や健康等）、先⾏利⽤者（利⽤⽅法）への影響
が想定されるため、丁寧な事前説明や進捗状況報告は必須となります。

また⾵⾞等事業に係わる施設の撤去については、20年以上先の将来になり
ますが、その⽅法や原状回復の程度および費⽤の積み⽴て状況等については、
事前に協議・共有しておく必要があります。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は事業計画や⼯事計画、⼯事の進捗状況や⾵⼒発電機の運転状況等
事業に関する事項を地区分科会に報告することとします。また⾵⼒発電機な
ど事業に係わる施設の撤去に関しては、事業者はその費⽤の積み⽴て状況に
ついて報告するとともに、地区分科会の中で撤去⽅法や撤去後の状態につい
て協議することとします。（第6条）

合意形成について 資料3-1

4



3) 環境影響
○⽬的

事業の実施に伴う環境影響については、環境影響評価によって、調査・予
測・評価や保全措置の検討が⾏われます。

⼀⽅、⼯事中や⾵⾞の建設後、環境影響評価の中で想定されなかった影響
が⽣じたり、事故等が発⽣したりする可能性もあります。事業者には、その
ような状況への対応が求められます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地域住⺠から、⼯事中を含む事業の実施に起因すると想定され
る騒⾳や振動、超低周波⾳、⾵⾞の影等による⽣活に対する⽀障や健康等へ
の影響に対する問い合わせがあった場合は、速やかに確認及び必要に応じて
調査を実施する等、必要な対応を⾏うものとします。
・騒⾳や振動、超低周波⾳、⾵⾞の影等により健康に影響が⽣じていると考
えられる場合、必要な対応を⾏うまでの間、応急的な処置を施す等、住⺠の
⽣活や健康に被害が出ないように努めるものとします。

また問い合わせを⾏った地域住⺠の了承を得た場合には問い合わせ内容、
調査及び措置を実施した場合はその結果を地区分科会に報告するものとしま
す。（第7条）

合意形成について 資料3-1

5

3) 環境影響
【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、環境影響評価によって事後調査を⾏う場合には、事後調査の結
果を地区分科会に報告するものとします。（第8条）

・事業者は、⾵⼒発電機の稼働状況等を常に把握すると共に、●●地区も把
握できる体制を整えるものとします。また故障や破損等の不具合が⽣じた際
には早急に対応するものとし、この不具合が地域住⺠の安全を害するおそれ
がある場合には、不具合の内容や対応結果について地区分科会及び地域住⺠
に報告することとします。（事業者が⾵⾞メーカーに対して負う守秘義務や
監督官庁の指導、命令等若しくは関係法令等に反しない範囲 ）（第9条）

・事業者は、本検討会で検討した「環境保全」の検討結果（資料4）に留意
し事業を実施するものとします。（第10条）

合意形成について 資料3-1

6



4) 地域振興
○⽬的

⾵⼒発電事業の実施によるメリットとして地域振興につながることが期待
されます。そのためには約20年という⻑い事業期間の中で、地域、事業者、
⾏政がそれぞれの役割を明確にしたうえで、継続的に協議を⾏い、取り組ん
でいく必要があります。

【協定書（様式案）の内容】
・●●地区及び事業者は、本検討会の検討結果（資料6）に⽰す地域振興等
について、継続的に協議を⾏うこととします。また協議に当たっては、●●
地区や事業者並びに関係組織が担う役割等など具体的に協議し、それぞれが
協議が成⽴した事項について速やかに取り組み、その状況を地区分科会に報
告することとします。（第11条）

合意形成について 資料3-1

7

5) 連絡体制
○⽬的

⾵⼒発電事業は⼯事実施や⾵⼒発電施設の運転、事業の実施に伴う地域振
興に係る取り組み等、地域との係わりの深い事業となります。また事故等が
発⽣した際には早急な事態の収束が求められます。このような事から事業や
事業者に関する問い合わせ窓⼝や緊急の際の連絡体制の開⽰が求められます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地域住⺠からの問い合わせ窓⼝及び緊急の際の連絡体制を地区
分科会及び●●地区に⽰すこととします。また事業や事業者に関する問い合
わせがあった際には早急に対応することとし、問い合わせ者の了承を得た場
合には、その内容や、対応を⾏った場合はその結果を地区分科会に報告する
こととします。（第12条）

合意形成について 資料3-1

8



6) 報告
○⽬的

本協定書に記載する地区分科会は、各地区ごとの取り組みとなりますが、
この取り組みを「⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会」に報告するこ
とで、各地区の取り組み内容の集約化が図られます。

【協定書（様式案）の内容】
・事業者は、地区分科会の協議内容を⻄海市環境実践モデル都市地域連携協
議会に報告するものとします。（第13条）

合意形成について 資料3-1

9

⻄海市環境実践モデル都市地域連携協議会

地域
発電

事業者

⻄海市

中浦地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

江島地区分科会

地域
発電

事業者

⻄海市

○○地区分科会

報告報告報告

※年1回以上 ※年1回以上 ※年1回以上

※年1回

7) その他

【協定書（様式案）の内容】
・協定書の有効期間は、協定締結⽇から第6条第２項で協議する撤去後の状
態まで撤去が完了し、それを地区分科会で確認するまでの間とします。（第
14条）

・●●地区及び事業者は、本協定に定める事項に拘らず、事業の実施に伴い
新たに⽣ずる事項等について、協議を⾏うものとします。（第15条）

・本協定書に定めのない事項または本協定書各条項の解釈について疑義が⽣
じた場合は、●●地区及び事業者はその都度協議して解決するものとします。
（第16条）

・事業者は、地区分科会における全ての協議事項、報告等について議事録を
作成し、●●地区と共有することとします。（第17条）

・本協定書は、⾵⼒発電事業の実施にあたり、先⾏利⽤者など個別組織等と
事業者とが別途契約等を結ぶことを制限するものではありません。（第18
条）

合意形成について 資料3-1

10
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協定書（様式案） 

 

 長崎県西海市■■町●●地区（以下「甲」という。）と○○株式会社（以下「乙」という。）

は、乙が甲で行う風力発電事業（以下「事業」という。）に伴う地域の環境保全、地域振興

の他必要な事項に関し、西海市長を立会人として次のとおり協定を締結する。 

 

※斜字は最終的には削除する。 

 

（目的） 

第1条 この協定書は、乙が実施する事業について、甲及び乙が協議する場を設け、甲へ

の環境影響を可能な限り低減しつつ、継続的な地域振興に寄与する事業とするた

めの取り決め事項を定めることを目的とする。 

（信義誠実の原則） 

第2条 甲及び乙は、信義に従い誠実にこの協定に定める各条項を履行するものとする。 

（協議の場） 

第3条 甲は、乙の事業に伴う環境保全や地域振興等を協議するための機関として、乙が

開催する（仮称）●●地区分科会（以下「分科会」という。）を以てこれにあたる

ものとする。 

第4条 乙は、分科会を年 1 回以上開催することとし、甲と協議の上、必要に応じて開催

できるものとする。 

2   乙は、工事施工開始前の可能な限り早い時期から分科会を開催するものとする。 

3 乙は、第 6 条第 2 項において協議を行う撤去完了と判断する状態について、甲及

び乙が分科会で確認を行うまで開催するものとする。 

第5条 分科会は別表 1（地域検討会の委員）に掲げるものにより構成する。なお構成員は、

協議の状況に応じて構成員の過半数の同意をもって適宜変更できるものとする。 

（事業計画等の説明） 

第6条 乙は、事業計画、工事計画、工事進捗状況、運転開始後の運転状況等、事業に関

する事項を分科会に報告することとする。 

2   乙は、風力発電機等の事業に係わる施設の撤去に際して、撤去後の状態及び方法

等ついて、甲と協議を行うものとする。なお、乙は、撤去費用の積立状況を分科

会に報告することとする。 

（環境影響） 

第7条 乙は、地域住民から、工事中を含む事業の実施に起因すると想定される騒音や振

動、超低周波音、風車の影等による生活に対する支障ならびに健康等への影響に

対する問い合わせがあった場合は、速やかに確認及び必要に応じて調査を実施す

る等、必要な対応を行うものとする。 
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2  乙は、騒音や振動、超低周波音、風車の影等による健康への影響が生じていると考

えられる場合、騒音や振動、超低周波音、風車の影等に対し必要な対応を行うま

での間、応急的な処置を施す等、住民の生活や健康に被害が出ないよう努めるも

のとする。 

3   乙は、前項に関する問い合わせを行った地域住民の了承を得た場合には、前項に関

する問い合わせ内容及び調査、措置を実施した場合はその結果を分科会に報告す

るものとする。 

第8条 乙は、環境影響評価の結果、事後調査を行う場合には、事後調査の結果を分科会

に報告するものとする。 

第9条 乙は、日常的な管理や遠隔監視等により風力発電機の稼働状況等を常に把握する

とともに、甲が把握できる体制を整えるものとする。 

2  乙は、故障及び破損等の不具合が生じた際には、早急に対応するものとする。 

3  乙は、前項に関する対応を行った場合で、かつ、故障及び破損等の不具合が地域

住民の安全を害するものである場合には、乙が風車メーカーに対して負う守秘義

務又は監督官庁の指導、命令等若しくは関係法令等に反しない範囲内で不具合の

内容及び対応結果について分科会及び甲に報告するものとする。 

第10条 乙は、別添資料 1（地域検討会における「環境保全」の検討結果）に示す内容に留

意し、事業を実施するものとする。 

（地域振興） 

第11条 甲及び乙は、別添資料 2（地域検討会における「地域貢献」の検討結果）に示す地

域振興等について、継続的に協議を行うこととする。なお、協議に当たっては、

甲及び乙並びに関係組織が担う役割等を明確にするものとする。 

2  甲及び乙並びに関係組織は協議が成立した事項について速やかに取り組み、その状

況を分科会に報告するものとする。 

（連絡体制） 

第12条 乙は、地域住民からの問い合わせ窓口及び緊急の際の連絡体制を分科会及び甲に

示すものとする。 

2  乙は、地域住民から事業又は事業者に関する問い合わせがあった際には早急かつ誠

実に対応するものとする。 

3 乙は、前項に関する問い合わせを行った地域住民の了承を得た場合には、前項に

関する問い合わせ内容、及び対応を行った場合はその結果を分科会に報告するも

のとする。 

（報告） 

第13条 乙は、分科会での協議内容を西海市環境実践モデル都市地域連携協議会に年 1 回

報告するものとする。 

（有効期間） 
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第14条 本協定の有効期間は、協定締結後から風力発電機等の事業に係わる施設が撤去さ

れ、第 6 条第 2 項において協議を行う撤去完了と判断する状態について、甲及び

乙が分科会で確認するまでの間とする。 

（その他） 

第15条 甲及び乙は、本協定に定める事項に拘らず、事業の実施に伴い新たに生ずる事項

等について、協議を行うものとする。 

第16条 本協定書に定めのない事項または本協定書各条項の解釈について疑義が生じた場

合は、甲及び乙はその都度協議して解決するものとする。 

第17条 乙は、分科会における全ての協議事項、報告等について、議事録を作成し、甲と

共有するものとする。 

第18条 本協定書は先行利用者など個別組織等と乙が別途契約等を結ぶことを制限するも

のではない。 

 

 本協定の締結を証するため、本書○通を作成し、甲、乙及び立会人が記名押印のうえ、

各々1 通を保有するものとする。 
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環境保全について 

〜江島地区における環境留意事項〜 

  

これまでの検討会での取り組みより江島地区において挙げられた環境影響に関する意⾒は以

下の通りである。 

これらの意⾒及び「⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画」における「事業推進エリアに

おける留意事項」を踏まえ、江島地区において事業を実施する場合には次ページに⽰す「江島

地区における環境留意事項」を考慮することとする。 

 

○これまで述べられた環境影響に対するご意⾒ 

【騒⾳】 

・地域住⺠としては騒⾳、超低周波⾳の影響が最も気になると考えられる。その点については

しっかりとしたデータを⽰していただき住⺠の⽅の理解を得ていくことが重要だと考えている。 

 

【地下⽔】 

・建設時の影響について、江島地区の上⽔道は地下⽔を利⽤している。地下⽔脈に対して⼯事

の影響は⽣じないのか。 

 

 【⾵⾞の影（シャドーフリッカー）】 

・⾵⾞の影による影響を懸念している。 

 

 【テレビ電波】 

・テレビ電波への影響はどうなのか。 
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江島地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

騒⾳・低
周波⾳、
⾵⾞の影 

住居 

エリア内に位置する江島には 100 ⼈ほどが⽣活しており、漁港周辺
に集中している。事業を検討する際に事業者は、近傍の住居に対し
て⾵⾞から発せられる騒⾳・低周波⾳や設置による影の影響につい
て検討する必要がある。 

環境配慮施設 
（学校、病院、福
祉などの環境に配
慮すべき施設） 

エリア内に位置する江島には江島⼩中学校や診療所などの環境配慮
施設が存在する。事業を検討する際に事業者は、⾵⾞から発せられ
る騒⾳・低周波⾳や設置の影について、環境配慮施設への影響につ
いて検討する必要がある。 

⽔利⽤ 地下⽔ 
江島には地下⽔脈が存在し、上⽔道に利⽤されている。事業を検討
する際に事業者は、島内における施設の設置や⼯事の実施による地
下⽔脈への影響について検討する必要がある。 

動物 

主要な渡り⿃のル
ート 

⻄海市はアカハラダカの主要な渡りのルートとなっている。またツ
ル類に関して、ほぼ全世界のナベヅル１万⽻程度は 2 ⽉〜3 ⽉にか
けて⿅児島から北へ移動するがその際に⻄海市の上空を通る。調査
で確認されたツル類の渡り状況は、⾶⾏⾼度が地上から 160m 以上
であり、⾵⾞の⾼さを 160m 未満にすれば影響は軽微であると考え
られる。ただし、⿃類の渡り状況は、気象条件や渡り⿃個体の状態
により、常に同⼀の経路や⾼度をとることは限らないため、事業を
検討する際に事業者は、渡り⿃に関しての詳細な調査、予測及び評
価を実施する必要がある。 

⿂類の回遊ルート 

エリア周辺の⾵⼒発電施設の設置による⿂類の回遊ルートへの影響
については、現段階では情報が不⾜しており不明な点が多い。その
ため、事業を検討する際に事業者は、最新の情報収集に努め、必要
に応じて調査・検討を実施する必要がある。 

植物 藻場 

平成 25 年、26 年の⻑崎県が実施した調査では江島周辺には藻場の
分布が確認されている。事業を検討する際に事業者は、藻場の分布
等の状況の詳細を把握し、必要に応じて保全対策を検討する必要が
ある。 

景観 
主要な眺望点 

エリア周辺には、碁⽯が浜などの眺望点が存在する。事業を検討す
る際に事業者は、これら以外の眺望点にも⼗分留意し、設置する⾵
⾞に対して、各眺望点からの視認可能性、眺望特性（主要な眺望⽅
向、景観要素など）、⽀障の程度を確認し、⽀障の程度に応じた配慮
を検討する必要がある。 

眺望景観 

その他 
陸上利⽤ 

テレビ電波 
事業を検討する際に事業者は、放送波中継、テレビ受信者への放送
電波受信（共同受信施設の受信を含む）への影響について検討する
必要がある。 

その他 
海⾯利⽤ 

海上交通 
（航⾏船舶） 

事業を検討する際に事業者は、船舶航⾏の安全に関わる項⽬につい
て⼗分に検討し、海上保安庁などと船舶航⾏に係る安全対策の協議
等を実施（必要に応じて第三者機関による調査・検討を含む）する
必要がある。 

海上インフラ（灯
台、灯浮標など） 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（江島地区）」 
 ※  …事業推進エリアにおける留意事項より新たに追加した内容 
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江島地区における環境留意事項 
項⽬ 留意すべき事項 

その他 
海⾯利⽤ 

定期航路 

エリア内には崎⼾商船の航路と九州商船等の予備航路（第2〜5基
準経路）が存在する。事業を検討する際に事業者は、運航事業者
に対して、⼗分な説明・協議を⾏うとともに、船舶の航⾏安全に
配慮した離隔距離を設定する必要がある。 

港湾・漁港 

エリア周辺に江島の丸⽥漁港が存在する。事業を検討する際に事
業者は、将来構想や開発空間の留保等、港湾及び漁港の開発、利
⽤、保全計画に影響を及ぼさないように留意し、関係者と⼗分な
協議を⾏う必要がある。 

指定避難海域・⼀
般錨地 

エリア内には⼀部「船舶運航事業者における津波避難マニュアル
作成の⼿引き」（平成 26 年，国⼟交通省海事局）に基づき設定さ
れた指定避難海域が存在する。事業を検討する際に事業者は、そ
の変更を含め海事関係者との⼗分な協議を⾏う必要がある。 

漁場利⽤ 

エリア内および周辺では、主に刺網（エビ）、釣り（⼀本釣り、曳
縄）が操業されている。事業を検討する際に事業者は、操業実態
を調査し、漁業関係者との⼗分な調整・協議を⾏い、漁業協調策
を含めた両者の共存策の検討を⾏う必要がある。また、他地域か
ら⼊漁する漁業主体に対しても、⼗分な調整・協議を⾏う必要が
ある。（漁業種類別の留意事項については補⾜表１を参照） 

漁業権 
事業を検討する際に事業者は、共同漁業権の許可を受けた漁業主
体漁業者に対して⼗分な説明・協議を⾏う必要がある。 

累積的影響 

エリア内外に、別事業の⾵⼒発電施設が計画された場合には、そ
れらの⾵⼒発電施設の影響も含め、環境影響を検討する必要があ
る。 

注「エリア」：⻄海市⾵⼒発電等に係るゾーニング計画の「事業推進エリア（江島地区）」 

 

補⾜表 1 漁業種類別の留意事項（江島地区） 
漁業種類 留意すべき内容 

刺網（イセエビ） 
イセエビは岩礁域に⽣息するため、岩礁上に⾵⾞を設置する際には、イセエ
ビの⽣息環境への影響について留意する必要がある。また、漁業操業時の障
害の程度についても留意する必要がある。 

釣り（⼀本、曳縄） 
⿂類蝟集効果により、⾵⾞の周辺が⼀本釣り、曳縄の漁場として利⽤される
可能性が考えられる。そのため、⾃由漁業である⼀本釣り、曳縄との安全対
策を含めた海⾯の利⽤調整に留意する必要がある。 
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1) ワークショップ結果について説明

2) アンケート結果の説明

3) ワークショップ整理結果と⾵⼒発電事業との係わりについて

4) 地域活性化策の⽅針に関する協議

地域貢献に係る協議について

資料5
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4 . 地域貢献に係る協議について
地域の要望（地域活性化策の⽅針）を整理し、⾵⼒発電事業がどのように貢献でき

るのか協議を⾏う。

平成30年度 第⼀回合同検討会資料より

地域検討会

①地域の要望：地域に⼈を呼びたい（観光）

②展望台を整備し、○○⼭
の景観を楽しんでもらいたい

②地域のボランティアや⼩学⽣と○○の⽊や
□□の花を植え管理し、訪れた⼈に楽しんで
もらいたい

②地域のボランティアや⼩学⽣と散
策コースのガイドを⾏い、訪れた⼈
に⾃然を楽しんでもらいたい

④どのように実⾏するか考える

①地域の要望・課題を考える
②地域で利⽤したい資源や活⽤⽅法を考える
③⾵⼒発電の導⼊を契機として、地域活性化に
つながる、どのような地域振興策ができるか考える

⾵⼒発電事業の導⼊による地域貢献策
・公園の整備 ・雇⽤の増加
・道路の新設 ・観光施設としての利⽤ など

より地域に根差した地域貢献策とするために
地域が主体的に要望・課題を考え、地域の活性化等に繋がる地域振興策を計画し、実⾏していく

⾵⼒発電の導⼊による地域振興策への貢献
・公園や道路の整備：活動の場の提供
・基⾦等の設⽴：活動資⾦や施設整備の補助

地区分科会

3

③地域のボランティアや⼩学⽣が案内する⾃然満喫ツアー

資料5地域貢献に係る協議について
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出典：「関⻄⼤学 戦略的研究基盤団地再編リーフレット AUGUST
2013 VOL.136 まちづくり+クリエイティブ‐市⺠参加の⽅法論、⾵の⼈か
らの提⾔‐」
（www.kansai‐u.ac.jp/ordist/ksdp/danchi/136.pdf）

資料5地域貢献に係る協議について

・⾵⼒発電事業の誘致によって（⾵が種を運んでくる）、地域活性化に繋がる（種が
芽吹き花が咲く）事が期待される。
・地域活性化に繋げるためには、どのように地域活性化に繋げるか検討し実践してい
く（⼟が種を育て花を咲かせる）ことが⼤切。

4

資料5地域貢献に係る協議について

委員 アンケート集計結果
優先順位1=3点、2=2点、3=1点で集計

【留意事項】
・今回の協議結果が決定事項となるわけではない。
・今回の協議結果は（仮称）地区分科会で具体的な取り組
み事項を決定する際の材料となる。

⽅針 1-1 児童⽣徒増加に向けた取り組み 離島留学の実施 
⽅針 1-2 環境教育における洋上⾵⼒発電施設の利⽤ 
⽅針 1-3 祭事の継続的な開催 
⽅針 2-1 耕作放棄地を利⽤した農産物の栽培 
⽅針 2-2 ⾵⼒発電施設を利⽤した漁業協調策の検討 
⽅針 2-3 観光資源の整理と今後の活⽤に向けた整備 
⽅針 2-4 江島の魅⼒を体験するツアーの実施やガイドの養成 
⽅針 3-1 防災対応型電源供給システムの導⼊ 
⽅針 3-2 快適に利⽤できるような道路環境の整備 
⽅針 3-3 フェリーみしまの運航時刻等の検討 
⽅針 3-4 島⺠や観光客に向けた宿泊施設・⾷事処の整備 
⽅針 4-1 アイランダー等移住希望者へ向けたイベントへの参加 
⽅針 4-2 江島の魅⼒を体験するイベントの開催 
⽅針 4-3 江島プロモーション動画の作成 
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基本目標 基本施策
小中学校の存続、島外から生徒を呼ぶ
人口を増やしたい、子供の人数を増やす
小中学生の島の体験学習（交流人口増）
小学校―中学校のみならず高校生、大学生が島で勉強できる、―通信制、ネット学校
伝統行事の継承
祭事の協賛、手伝い
行事がにぎやかな島
お祭りをする人手が足りない

イノシシによる被害を少なくしたい
イノシシがいない島
いのししに荒らされない
イノシシがいなくなってほしい
耕作放棄地の改善
羊の放牧ができる
農地を復活させたい
つばきの実で事業を行いたい
農地を復活させ、しょう油の原料（麦、大豆）を生産できるようにしたい
休耕田を利用して畑、牛、羊を放牧する、土地があいている、農業（田畑をふやす）、体験施設など
島の産物が開発され、インターネットで飛ぶように売れている将来像
漁業後継者が増える
魚介類が洋上風力と同じぐらい水揚がある将来
洋上風力と漁業との協調で大成功、日本中から注目
漁業人口の増加
漁業資源を利用し島をＰＲ集客を行い、定住を促進する
漁場、豊かにすべき
漁業者所得の向上
説明では漁業者優先な感じがするが、島民へのフォローがあるのか
魚の生産基地としたい
世界的な海洋風力発電、漁場利用の先進地として研究拠点化したい
漁業の近代化（合理化）を図りたい、他にないもの―イセエビ、サザエ、ウニの蓄養―
風車事業による漁業振興、データ提供、密漁監視、洋上風力発電の島と漁業振興の協調
風車と漁磯の供用
さかなのブランド化
漁業後継者が増える
漁業従業員を増やしていく
定置網の設置Ｉターンによる
地元の雇用を増やしてほしい

江島地区　ワークショップ結果及び今後の方針
ワークショップ意見 地域活性化策の方針

・児童・生徒増加に向けた取り組み　離島留学の実施
・環境教育における洋上風力発電施設の利用

・耕作放棄地を利用した農産物の栽培

・風力発電施設を利用した漁業協調策の検討

・祭事の継続的な開催

第2次西海市総合計画

生涯にわたり活躍できるひとづくり

生きる力をはぐくむ学校教育の実現

地域を支える文化・芸術、スポーツの振興

さいかいで活躍できるしごとづくり

地域の特性を生かした農林業の振興

豊かな海に育まれた水産業の振興
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基本目標 基本施策
スマートアイランド、島全体オール電化、移動は電気自動車、小型モビリティ
高速通信
アクセスが少なすぎる
本土との人の交流増加
光ケーブル、Ｈ33年4月に供用開始
島中どこにいてもwi-fiが使える
名所で何ができるか何が見えるか、案内板の設置
レンタル自転車等導入
島の見学ルートを見直して欲しい
眺めのいい場所が少ない、雑木の伐採を
島の自然を生かして来訪者に喜んでもらえる島にしたい
訪れた人が島の自然を楽しむ為、トイレの設置、島外からのお客さんが宿泊できる施設
標識がない（地図）
美しい景観を残したい、観光の目玉としたい
自然の美しさを残したい
風車に釣り場、支柱（プラットフォームを造ってもらい）観光客（釣客）を運ぶ
風車に釣堀イケスを造り、漁業者が魚を入れる、釣客が釣る
釣り公園整備
世界から洋上風力と島の発展状況を見学にくる将来
島に夕日の映える洋上風力の撮影に沢山の人が訪れる将来
島の朝日に映える洋上風力の写真撮影に多くの人が訪れている将来像
風車にライブカメラを設置し、夕日を観賞
風車見学ツアー、ＣＭ、映画、ロケ誘致
風車を目玉にして、観光客を増加させたい
世界から洋上風力と島の発展状況を見学にくる将来
島に夕日の映える洋上風力の撮影に沢山の人が訪れる将来
島の朝日に映える洋上風力の写真撮影に多くの人が訪れている将来像
「なにもしない」ために来るようなタイプの観光の島へ
年間1,200人よべる島
島への観光客を増やしたい
映画、ドラマのロケ地として利用してほしい
島を訪れる人を増やしていく
江島マラソン大会、音楽フェス
サザンオールスターズ（江島つながり）に来てもらう
誰が看板を作るのか費用は誰が
風力発電業者の方頻繁に訪れる
障害が出た時は、対応していただきたい
風力発電のくわしいイメージ図
企業の研修施設の設置

江島地区　ワークショップ結果及び今後の方針
ワークショップ意見 地域活性化策の方針

・観光資源の整理と今後の活用に向けた整備
・江島の魅力を体験するツアーの実施やガイドの養成

第2次西海市総合計画

さいかいで活躍できるしごとづくり

魅力ある地域資源を活用した観光業の振興

企業誘致等の強化による雇用機会の拡大
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基本目標 基本施策
避難港としての港の整備
台風被害がひどい
災害の時、電気や水で困らない
台風被害がひどい
災害の時、電気や水で困らない
休日診療（救急）の対応
急病で困る
住宅の建設
空屋問題
空き家（危険）を何とかしたい
危険な廃屋は撤去できないか
使える空き家が悪くならないように管理できれば
危険な廃屋は撤去できないか
整備道
道がひどすぎる
ハイキングに危険
道路が狭い、草が生茂っている
市道をきれいにしたい、草刈りをしてもらいたい
ボランティアによる草はらい！、一気にやってしまう
海岸への続く道のコンクリート化
道路の法面のコンクリート化
人がたくさん使う道路
生活道路以外の農道の整備
島の道路周辺の見直しが必要（見学できない）
草刈りがされている
道路整備する人や予算はあるのか？
住みやすい、環境づくり、草刈り、ゴミ拾い
市道を綺麗にしたい、ごみが落ちていないきれいな島
吉田浜への道路整備をしてほしい
自動運転、コミュニティバス、（電気自動車）
高速交通、ドローン、ヘリコプター
島外との交通手段
通院、買い物が不便
コミュニティバス的なもの
日帰りできる交通網ができて欲しい
フェリーの造船の早期実現
往復 or 双方向　日帰り
週末だけ（臨時便）西海市など
官公庁の一体化、フェリーの機能充実
交通を便利にする、高速船を朝夕２便
港、漁港の整備、ヘリポートの拡張
フェリーの他に高速船の増便
みしま丸の1日２往復の要望
フェリーの造船の早期実現
高速艇の運航には時間が相当必要
船便の利便向上
人と貨物の運賃の低減化
コミュニティバスがほしい
本土に近い、島にしたい

・フェリーみしまの運航時刻等の検討

安心して活躍できるまちづくり

安全で災害に強いまちづくり

安心できる医療・介護・救急体制の充実

快適な住宅環境づくり

・防災対応型電源供給システムの導入

地域公共交通の整備・充実

江島地区　ワークショップ結果及び今後の方針

・快適に利用できるような道路環境の整備安全で快適なみちづくり

ワークショップ意見 地域活性化策の方針
第2次西海市総合計画
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基本目標 基本施策
宿泊、飲食店の誘致、新設
気軽に飲める場所が欲しい
さとやさんがカフェをつくる
公園がない
地元の人が集まる場所がある
人が気軽に立ち寄る島、食堂や休憩場所があると良い!!
港近くに食堂があると良い!
島の方々ととけこむための調整、交流の場をつくる
島で仕出しなどあると良い!! 
港での時間を費やせる場所を設ける売店
コンビニがほしい
島がより美しく、地域外の人とも交流できる場所になってほしい

空き家活用、短期、長期移住
働き手を作りたい
後継者を作りたい
産業（漁業や江島しょう油）の継ぎ手がいる
地元の雇用を増やしてほしい
島に人がいない
島へのＩターン者を増やしたい（島で商売をする人）のみならず民泊、食事処、農業、IT企業
Ｉターン人口の受け入れ体制づくり
持続可能な江島を目指す
ファミリーでの人口増加
Ｉターン受入れ地元の体制
島の活性、人口の減少を止める
人が減っているので増やす方法を考える
このまま、子どもが居る島としたい
人口減少を止めたい
人が来る利用者がいれば、船は出る
ＩターンＵターン者を増やしたい
（若い）人が少ない増えない
人が減っているので増やす方法を考える
永久的な管理は誰が（草刈り等）
子供や若者がいる
持続可能な江島を目指す
30年後の無人島を40年後の無人島に
島に子供が増える将来像、精神的な負担になる
島民全員が幸せになってもらいたい
子供達がすこやかに育てば良いと思う⇒その子供達と共に漁をしていきたい→そして子供達が島を守っていってほしい
働く場の確保
江島地域の事業活性への協力
風力発電ができる事によって島に就職できる仕事を作る
仕事ができる人を増やしたい
江島を出ている人も帰ってきて住めるような仕事があれば
安定して稼げる仕事が少ない
外部への公募
島の宣伝、営業マンの育成
本土との人の交流増加
観光客が少ない、江島の認知度が高くない
風車命名権、ふるさと寄付の商品にする
風車の命名権→環境難民のために使用
海外の都市から姉妹都市申請

市民協働のまちづくり ・江島の魅力を体験するイベントの開催

地域の交流拠点づくり

市外への流出抑制と市外からの流入促進

シティプロモーションの強化 ・江島プロモーション動画の作成

・アイランダー等移住希望者へ向けたイベントへの参加

・島民や観光客に向けた宿泊施設・食事処の整備安心して活躍できるまちづくり

江島地区　ワークショップ結果及び今後の方針
ワークショップ意見 地域活性化策の方針

第2次西海市総合計画
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基本目標：1.生涯にわたり活躍できるひとづくり 

概要 

江島小中学校では現在 4名の児童・生徒が学んでいます。江島小中学校の図書館は島民にも解放

され、学校の行事には島民も参加する「コミュニティ・スクール」の 1モデルとなっています。洋

上風力発電所は全国的にもまだ建設例は少なく、環境教育施設として利用できれば貴重な環境教育

の場となることが期待されます。今後江島での教育環境を整え、島外との児童・生徒との交流機会

を増やし、江島小中学校を存続させていく必要があります。 

地域の伝統行事については、江島くんちが毎年 9月（旧暦の 8月 15日前後）に行われています。

島民にとって大切な行事ですが、人口の減少により開催が困難なこともあります。今後風力発電事

業者等の協力により定期的な開催へつながっていくことが望まれます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

1：生涯に

わたり活躍

できるひと

づくり 

1-5：生き

る力をは育

む学校教育

の実現 

1-5-1：能力や個性を

伸ばす教育の推進 
1-5-1-3：特色ある学校づく

りの推進 

方針 1-1：児童生徒増加に向けた

取り組み 離島留学の実施 

1-5-2：豊かな心の育

成とふるさとを学ぶ

教育の推進 

方針 1-2：環境教育における洋上

風力発電施設の利用 

1-9：地域

を支える文

化・芸術、

スポーツの

振興 

1-9-2：文化財の保

存・保護・活用 

1-9-2-3：地域伝統文化の継

承 
方針 1-3：祭事の継続的な開催 
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基本目標：2.さいかいで活躍できるしごとづくり 

概要 

江島はかつて「農業の島」と言われるほど農業が盛んでしたが、現在は人口の減少により手入れ

がされず、耕作放棄地となっている場所が多くあります。今後耕作放棄地を活用し農作物の栽培や

家畜の放牧等を行うことで、新たな働く場の形成につながることが期待されます。 

漁業については、イセエビ等の水産資源が豊富であり、江島の主要な産業となっています。今後

洋上風力発電事業による漁業協調策により、漁獲量の増加や新たな漁場の形成が期待されます。 

また観光については、碁石ヶ浜や星空等の観光資源が存在しますが、整備されておらず利用が難

しい場所があり、また観光情報の発信も少ない状況です。今後観光資源の整備や情報の発信、さら

に洋上風力発電施設の観光利用等により観光客が増加することが期待されます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

2：さいか
いで活躍
できるし
ごとづく
り 

2-1：地域の特
性を生かした農
林業の振興 

2-1-6：耕作放
棄地の解消、
利活用 

2-1-6-2：耕作放棄地の再
生支援 

方針 2-1：耕作放棄地を利用した農産
物の栽培 

2-2：豊かな海
に恵まれた水産
業の振興 

2-2-2：浜の活
性化と就業者
の確保・育成 

2-2-2-4：異業種との連携
強化などによる浜の活性
化 

方針 2-2：風力発電施設を利用した漁
業協調策の検討 

2-4：魅力ある
地域資源を活用
した観光業の振
興 

2-4-1：地域資
源を活かした
観光資源の発
掘 

2-4-1-1:新しい観光資源
の発掘・活用 

方針 2-3：観光資源の整理と今後の活
用に向けた整備 

2-4-3：観光受
入体制の充実
と認知度アッ
プ 

2-4-3-3：ガイドやインス
トラクターなどの人材育
成とネットワーク化の推
進 

方針 2-4：江島の魅力を体験するツア
ーの実施やガイドの養成 
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原材料となる

、夫婦で
伝える（石
名等 耕作放

、石川県金沢

安全性と味

海に囲まれた

目には石川県

認定を受け、

年には「人

トした当初か

ファンド（県

同）」の支援を

となっている

省HP  

/h2803_jire

耕作放棄地の

用した農産
、人口の減少

後こういった

ることが期待

ます。栽培す

るような農作

で力を合わ
石川県七
放棄地再生利

沢市出身

味にこだ

た能登島

県からエ

、平成

・農地プ

から、国

県単独事

を受け、

る。 

ei.html 

の状況 

産物の栽
少とともに手

た土地を活用

待されます。

する農作物に

作物の栽培や

わせ、 
七尾市） 
利用緊急対策

再生
ミネラル

看板商品の

資料

栽培」 
手入れがされ

用し農作物の

 

については、

や、高付加価

策交付金（国

生された 
ル豊富な農地

のじゃがいも
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れなく

の栽培

かつ

価値の

国）等 

地 

も 
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27 年

が挙

よる

江
島
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区
分
科
会
に

お
け

検
討
方
針

■洋

洋

によ

 

 

参考資料

主体 

り組み

概要 

【資

ウ

産資

合、

すが

人工

す。

源が

ルオ

での

 

【周

着

取り

より

こ

海域

ファ

漁場

ーン

出典

「風
洋上風力発電

年 6 月）で

挙げられてい

る漁業協調策

洋上風力発電

洋上風力発電

よる漁獲量の

料：洋上

一般社団法

資源保護育成

ウィンドファ

資源の保護水

ウィンドフ

が、区域内を

工魚礁等の設

これにより

が周辺海域に

オーバー効果

の漁場形成、

周辺での漁業

着床式洋上風

り付けたり、

り、水産資源

これにより、

域にウィンド

ァーム海域内

場となる可能

ンの向上、安

典：「洋上風力

地
風力発電
電等の漁業協

では洋上風力

います。江島

策により漁獲

電施設を利用

電機の基礎部

の増加といっ

風力発電
風

法人 海洋産

成目的】 

ァーム内を積

水面、禁漁区

ファーム内に

を水産資源の育

設置により資

り、漁業操業

に湧きだして

果）により、

漁獲量増加

業操業目的】

風車の支柱や

周辺に人工

源の蝟集によ

これまで漁

ドファームを

内やその周辺

能性があり、

安定化などに

力発電等の漁

地域活性
施設を利
協調の在り方

発電事業にお

島では伊勢海老

獲量の増加や

用した水産資

部の人工漁礁

た、水産資

電等の漁業
車基礎部
産業研究会 

積極的に漁業

区）として設

において漁業

育成のための

資源培養効果

業制限区域内

ていく、「しみ

ウィンドフ

加が期待でき

 

や基礎部に集

工魚礁等を配

よる漁獲量の

漁場として良

を立地するこ

辺海域の比較

漁船の燃費

に寄与できま

漁業協調の在り

12 

性化策の方
利用した漁
に関する提言

おける漁業協

老等の水産資

新たな漁場の

資源の増加や漁

礁としての利用

資源の増加や漁

業協調の
部の人工漁

事業

業操業制限区域

設定します。

業はできなくな

の海域と位置

果の向上を図

で増殖した水

みだし効果」

ァームの外縁

ます。 

集魚効果のあ

置したりす

の増加を図り

良好とは言えな

とにより、

較的近い海域が

節減や漁業操

す。 

り方に関する

方針 2-2
漁業協調
言（第 2版）

協調策の一つ

資源が豊富で

の形成が期待

漁場形成につ

用や漁業操業

漁場形成につ

の在り方に
漁礁化利
業名等 洋

域（水

この場

なりま

置づけ、

りま

水産資

（スピ

縁海域

る部材を

ることに

ます。 

なかった

ウィンド

が新たな

操業パタ

る提言（第 2

: 
調策の検討
）」（一般社団

つとして、風

ですが、今後

待されます。

つながる取り

業制限区域の

つながる取り

に関する
利用 
洋上風力発電

関す

版）」（一般社

着床式洋上ウィ

魚

着床式洋上ウ

業用の魚

討」 
団法人海洋産

風車基礎部の

後洋上風力発

。 

り組み 

の設定による

り組みを検討

る提言（第

電等の漁業協
する提言（第

社団法人 海

ィンドファーム

魚礁設置のイメ

ウィンドファーム

魚礁を設置するイ

資料

産業研究会、

の人工漁礁化

発電事業の実

るしみだし効

討します。 

第 2版）

協調の在り方
2版） 

海洋産業研究会

ム内での資源育成

メージ 

ム周辺で漁業操

イメージ 
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 環

捉え

終処

平成

学校

ると

れる

島内

 

 

 

 

 
出典
ww

「観
江島には碁石

を受けにくい

れておらず、

う事で、観光

観光資源の整

江島に存在す

討します。 

環境

環境美化を考

え、道路の美

処理場）とし

成 11年の大

校と連携した

とともに、植

るなど、活動

内の民宿や観

典：道路美化
ww.mlit.go.j

地
観光資源
石ヶ浜などの

いため、星空

到達が困難

光客の誘致に

整理と利用に

する観光資源

参考

境美化を考え

考える会が行

美化活動を行

して再利用す

島大橋の開通

た総合学習（

植栽用の花苗

動が地域に広

観光等施設に

化活動から始
jp/sogoseis

地域活性
の整理と
の観光資源が

空の観察にも適

難な場所も存在

につながるこ

に向けた到達

源の整理と、今

考資料：環

える会 

行う活動は、大

行うとともに

することで環

通を契機に、

（野菜の土づ

苗については道

広がりを見せ

に設置するな

始まった地域
saku/region

13 

性化策の方
と今後の活
が存在します

適しています

在します。今

とが期待され

達経路等の整備

今後利用して

環境美化

事業

大島大橋を含

、廃校になっ

環境学習や食育

、除草や植栽

づくり、育て

道守・日本風

せています。

ど、地域全体

域おこし～廃校
n/tedukuri/

方針 2-3
活用に向
。また九州本

す。ただし、

今後観光資源

れます。 

備 

ていくための

化を考える

業名等 

含む大島の地

った小学校の

育等の啓発な

栽などの道路

る、調理まで

風景街道の団

また、大島の

体の観光振興

校グラウン
/pdf/Part30

: 
向けた整備
本土や五島列

吉田の浜や

源等を整備し

の到達経路等

る会 

みんなの

地域全体を社

のグラウンド

などの活動の

路美化活動を

での食育）を

団体を通じて

のイラストマ

興にも寄与し

ドが環境農園
0_H27/H27

備」 
列島と距離が

や遠見岳など

し、島外に向

等の整備に向

のふるさとふ

社会資本のフ

ドを開墾して

の拠点として

を開始しまし

を平成 16年

て他の地域で

マップを自ら

しています。

園に生まれ変
7_ippan_15

資料

があり、光害

ど手入れがあ

向けた情報発

向けた取り組

ふれあい事業 

フィールドと

て農園（草木

ています。 

した。また、

年より毎年実

でも植栽に利

ら企画･製作

 

変わった！～
5.pdf 
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害の影

あまり
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として

木等最
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実施す

利用さ
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概要 

 N

した

ング

アー

グラ

 住

みと

す。

 事

宿泊

てい

験型

バッ

 
出典
の調

「江島の
江島には碁石

上風力発電施

源を案内する

くことが期待

地域資源を利

江島の地域資

の観光資源を

参考

O法人 体験

NPO法人 体

た「サッパ船

グガイド」、住

ート」「番屋料

ラムを提供し

住民ガイドは

となっており

 

事業推進のた

泊施設関係者

います。ＮＰ

型観光の取組

ックグラウン

典：「離島振興
調査結果」ht

地
の魅力を
石ヶ浜や海中

施設が実現す

るガイドを養

待されます。

利用したツア

資源を活用し

を巡るだけで

考資料：地

験村・たのは

体験村・たの

船アドベンチ

住民講師によ

料理体験」等

しています。

は体験プログ

り、宿泊施設

ための体制と

者等が参画す

ＰＯ法人の設

組経験のある

ンドを持つメ

興のあり方検
ttp://www

地域活性化
体験する
中景観、星空

すれば新たな

養成し、様々な

 

アーの実施及

したツアーの

でなく、島民

地域資源を

はたネットワ

のはたネット

チャーズ」、「

よる「ガラス

等の漁村地域

 

グラムの収益

設や民泊への

として、漁協

するＮＰＯ法

設立、運営ま

る行政経験者

メンバーがＮ

検討委員会 
.mlit.go.jp/
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化策の方
るツアーの
、釣り場とい

観光資源と

なツアーを実

及びガイドの養

の実施やガイ

との交流の場

を活かし

ワーク 事業

トワークでは

北山崎ネイチ

ス浮き球編込

域の資源を活

益のうち 4～7

の新たな顧客を

、農協、森林

法人が、体験型

でを村が主導

や島への移住

ＰＯ法人に参

第 2回 資
/kokudosei

方針 2-4
の実施や
いった観光資

して利用され

実施していく

養成 

ドの養成を検

場が設けられ

した体験型

業名等 

は地域資源を

チャートレッ

込み体験」「貝

活用した体験

7割を得る仕

を創出してい

林組合、商工

型観光を推進

導し、他県で

住者等、多様

参加していま

資料 2 光・
saku/chirit

： 
やガイドの
資源が豊富に

れることも期

くことで、交

検討します。

れるような内

型観光の

を活用

ッキ

貝殻

験プロ

仕組

いま

工会、

進し

で体

様な

ます。 

海業分野の
t/meeting_

の養成」
に存在してい

期待されます

交流人口の増

。ツアーの検

内容の検討が

の推進 

― 

の先進的・効
_H27 

資料

 
います。また

す。今後これ

増加につなが

検討において

が必要です。

果的な取組事

料 6 

た今後

れらの

がって

ては江

 

事例
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基本目標：3.安心して活躍できるまちづくり 

概要 

江島は離島という環境から、台風等の自然災害により生活の制限を受けやすい状況にありま

す。今後島民がより安心して生活するため、また移住者や観光客を増やしていくためにも、医療

や防災面の整備が望まれます。 

また定期船を利用する来島者は必ず江島に宿泊することになりますが、宿泊施設や食事処は限

られています。今後観光客等に向けた宿泊や食事ができる施設、特に食事処については島民も気

軽に利用できるような施設の整備が望まれます。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

3.安心して

活躍できる

まちづくり 

3-1：安全

で災害に強

いまちづく

り 

3-1-4：自然災害に強

いまちの基盤づくり 

3-1-4-2：自然災害に強いま

ちの基盤づくり 

方針 3-1：防災対応型電源供給シ

ステムの導入 

3-5：安全

で快適なみ

ちづくり 

3-5-3：市民と一体と

なった快適で安全な

道路環境づくり 

3-5-3-1:市民参加による道

路環境づくり 

方針 3-2：快適に利用できるよう

な道路環境の整備 

3-6：地域

公共交通の

整備・充実 

3-6-2：海上交通の充

実 
3-6-2：離島航路の支援 

方針 3-3：フェリーみしまの運航

時刻等の検討 

3-11：地域

の交流拠点

づくり 

3-11-1：地域コミュ

ニティ施設等の整備 
3-11-1-1：集会所の整備 

方針 3-4：島民や観光客に向けた

宿泊施設・食事処の整備 
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参考資
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要 

東日
まざま
に、平
池を組
長期

昼夜を
【主な
・太陽
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典
https

活性化策
江島には、急

べり危険個所

時に安心して

。 

災対応型電源

害時における

資料：指定

日本大震災で
まな不都合が
平常時の二酸
組み合わせた
期間の停電が
を問わず防災
なシステム構
陽光発電（1

：「指定避難所
s://www.city

策の方針
急傾斜地崩壊

所が指定され

て避難できる

源供給システ

る自立的な電

定避難所

仙台市 

では、電気・
が生じました
酸化炭素排出
た防災対応型
が発生しても
災無線やテレ
構成】 
10kW）/蓄電

所等への防災
y.sendai.jp/

3-1:「防
（がけ崩れ

れている場所

る施設等の整

テム等の整備

電源確保のた

等への防

ガス・ガソ
た。こうした
出量の削減を
型太陽光発電
も、太陽光発
レビなどの情

電池（15kW

防災太

災対応型太陽光
/kankyo/ku

16 

防災対応
）危険個所や

所があります

整備が望まれ

備 

ため、防災対

防災対応型

事

リン等の供給
た経験を踏ま
を図るため、
電システムを
発電と蓄電池
情報通信機器

Wh）/防災系

太陽光発電シ

光発電システ
urashi/mach

応型電源供
や

す。

れ

対応型電源供

型太陽光

事業名等 

給が途絶し、
え、災害時に
市内の指定

を導入しまし
池を組み合わ
器、照明、コ

系高所証明（

ステムイメー

テム等の導入
hi/machizuk

供給システ

供給システム等

光発電シス

、避難所運営
における自立
定避難所等 19
た。 

わせることに
ンセント等が

2灯）/防災

ージ図 

入」
kuri/energy/

テムの導

等の整備を検

ステム等

― 

営などの初期
立的な電源を
96ヶ所に太

よって、天候
が使用できま

災系コンセン

y/hinanzyop

資料

導入」 

検討します。

等の導入 

期対応におい
を確保すると
太陽光発電と

候に左右され
ます。 

ント（3箇所程

pv/index.htm
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性化策の

江島の道路に

が生じたり、景

また吉田の浜

活用が期待さ

れていない場

道路環境の整

定期的な草刈

ど、地域住民

道路や、吉田

環境

環境美化を考

て農園（草木

ています。除

肥化させ、種

また、小中学

毎年実施する

栽に利用され

道路美化活動

しています。

き年６回開催

典：道路美化
ww.mlit.go.j

の方針 3-

には、手入れが

景観が悪くな

浜や遠見岳と

される場所に

場所がありま

整備 

刈り等による

民との円満な

田の浜等到達

参考

境美化を考え

考える会は、

木等最終処理

除草後の草木

種まき、栽培

学校と連携し

るとともに、

れるなど、活

動は、平成 1

また、平成

催し、地域の

化活動から始
jp/sogoseis

-2:「快適

がされておら

なっている場

といった観光

において到達

ます。 

る道路環境の

な関係構築を

達が困難な場

考資料：環

える会 

道路の美化活

理場）として再

木処理につい

培し、道路植

した総合学習

植栽用の花苗

活動が地域に

1年より月

成 16年より、

の教育現場と

始まった地域
saku/region

17 

適に利用

らず通行に支

場所がありま

光資源として

達経路が整備

の整備を検討

図ります。ま

場所への到達経

環境美化

事業

活動を行う

再利用するこ

ては、活動の

植栽に活用す

（野菜の土づ

苗については

広がりを見せ

１回のペース

、小中学校

連携した取

域おこし～廃校
n/tedukuri/

できるよ

支

ま

て

備

します。実施

また整備を行

経路の整備に

化を考える

業名等 

とともに、廃

ことで環境学

の自己完結型

るなど循環型

づくり、育て

は道守・日本

せています。

スで行われ、

（９校）の総

り組みが継続

校グラウン
/pdf/Part30

ような道路

施する際は風

行う道路につ

について検討

る会 

みんなの

廃校になった

学習や食育等

型を模索し、

型の仕組みを

てる、調理ま

本風景街道の

。 

20 代から

総合学習枠で

続的に行われ

ドが環境農園
0_H27/H27

吉田の浜へ

路環境の

風力発電事業

ついては、島

討します。 

のふるさとふ

た小学校のグ

等の啓発など

除草で発生

を構築してい

までの食育）

の団体を通じ

70代までの

で環境・食育

れています。

園に生まれ変
7_ippan_15

への到達経路

資料

の整備」 

業者の参加を

島民が普段利

ふれあい事業 

グラウンドを

どの活動の拠

生した草木を

います。 

を平成 16

じて他の地域

の幅広い世代

育指導を、１

 

変わった！～
5.pdf 

路の状況 

料 6 

を促す

利用す

を開墾

拠点と

を EM

年よ

域でも

代が参

校に

～



 

 

お
け
る
検
討
方
針 

 

 

地域

背
景 

定

1往

今後

の検

 

 

 

 

 

 

 

江
島
地
区
分
科
会
に

お
け

検
討
方
針

■フ

フェ

なく

 

 

活性化策
定期船である

往復の運航で

後島民の生活

検討が望まれ

フェリーみし

ェリーみしま

く、平島など

策の方針
るフェリーみ

であるため、

活の利便性を

れます。 

しまの航路時

まの航路時刻

どの関係地域

 

3-3:「フ
みしまは、新上

佐世保又は崎

を向上するた

時刻等の検討

刻等を検討し

域の合意が得

18 

フェリー
上五島の友住

崎戸から江島

め、また来島

 

ます。ただ

得られることが

みしまの
住港と佐世保

島を訪れる場

島者を増やす

し、航路時刻

が前提である

の運航時刻
保港を結ぶ航

場合、江島に

すためにもフ

刻などの変更

ることを踏ま

刻等の検
航路を、新上

に宿泊する必

フェリーみし

更に当たって

まえ検討を行

資料

検討」 
上五島側から

必要がありま

しまの航路時

ては、江島だ

行います。 

料 6 

ら 1日

ます。

時刻等

 

だけで



 

 

地域

討
方
針 

主

取り

の概

域活性化

背
景 

江

す。

島民

 

 

 

 

 

 

江
島
地
区
分
科

会
に
お
け
る
検

■空

空

けで

 

主体 

り組み

概要 

【雪

森

には

たち

ほか

【ゆ

 ゆ

カフ

には

域の

 

 

 

 
 
 
 

化策の方針
江島の宿泊場

今後宿泊施

民と観光客等

空家等を利用

空家等を利用

でなく、島民

参

NPO法

雪浦ゲストハ

森田屋は、昔

はドミトリー

ちにも気軽に

か、縁側をス

ゆきや】 

ゆきやは、雪

フェ、ギャラ

は、ワークシ

の皆さんの拠

針 3-4:「
場所や食事処

施設や食事処

等が交流でき

用した宿泊施

用した宿泊施

民同士、また島

参考資料：

法人 雪浦あん

ハウス森田屋

昔ながらの土

ーの 2部屋と

に立ち寄って

ステージにイ

雪浦で生産さ

ラリー、情報

ショップ、ス

拠り所として

雪浦ゲス

「島民や観
処は限られて

処の整備を進め

きるような施

施設や食事処

施設や食事処

島民と観光客

：雪浦ゲス

んばんね 

屋】 

土間を入口に

と個室 1部屋

てもらいたい

イベントスペ

された新鮮野菜

報提供、交流の

スクール、会議

て、憩いの場

ストハウス森

19 

観光客等
ており、多く

め観光客な

施設の整備が期

処の整備 

処の整備を検討

客が交流でき

ストハウ

事業

1階はオー

屋が整備され

との想いか

ペースとして利

菜・加工品

の場などが集

議などに使用

場作りを目指

出
森田屋 

等に向けた
くの観光客を

どの受け入れ

期待されます

討します。施

き、気軽に利

ウス森田屋

業名等 

プンカウンタ

れています。宿

ら、1階の

利用できます

・手芸品など

集まった、新

用できるオー

しています。

出典：ゆきの

た宿泊施設
を一度に受け

れ体制を整備

す。 

施設を整備す

利用できるよ

屋・ゆき

ターのカフェ

宿泊する人だ

16畳のお座

す。 

ど、「雪浦ブ

新しい「雪浦

ープンスペー

。 

うら.net ht
ゆ

設・食事
け入れること

備するととも

するに当たっ

うな施設の検

きや 

― 

ェやイベント

だけではなく

座敷はカフェ

ブランド」を提

浦の集いの場

ース（有料）

ttp://www.
ゆきや 

資料

事処の整備
とは難しい状

もに、島民同

っては宿泊す

検討が必要で

トスペース、

く、雪浦に住

ェとしての利

提供する産直

場所」です。

があります

.yukinoura.

料 6 

備」 
状況で

同士や

するだ

です。 

2 階

住む人

用の

直所、

２階

す。地

.net/ 



資料 6 
 

20 

 

基本目標：4.みんなでつくるさいかい 

概要 

江島は人口が減少し続けており、高齢化が進んでいます。また江島小中学校の児童・生徒は現

在 4名であり、継続的に学校を存続させていく必要があります。今後島を活性化させ、学校を存

続させていくためにも、子育て世代や若い世代の移住を増やしていく必要があります。 

そのためにもUI ターンを希望する方へ向けたイベントへの参加や、島外の方が参加できるよ

うなイベントの開催により、まずは江島の魅力を多くの方に知っていただき、将来的には移住者

や島を訪れる人を増やしていく必要があります。 
 

西海市総合計画における施策と地域活性化策の位置づけ 
西海市総合計画 地域活性化策の方針 

基本目標 基本施策 施策 細施策 

4.みんなで

つくるさい

かい 

4-1：市民

協働のまち

づくり 

4-1-２：地域におけ

る市民活動の支援 

4-1-2-2：市民リーダーの育

成・支援 

方針 4-1：アイランダー等移住希

望者へ向けたイベントへの参加 

4-1-2-4：市民協働による地

域の活性化 

方針 4-2：江島の魅力を体験する

イベントの開催 

4-5：シテ

ィプロモー

ションの強

化 

4-5-2:各種メディア

を活用した情報発信 

4-5-2-1：各種メディアを活

用した情報発信 

方針 4-3：江島プロモーション動

画の作成 

 
 
 



 

 

に
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け
る
検
討
方
針 

主

取り

の

概

背
景 

江

名で

の移

 

 

 

江
島
地
区
分
科
会 

に
お
け

検
討
方
針

■ア

ア

物や

が必

 

 

主体 

り組み

の 

概要 

島

家的

た国

を持

化が

いて

持つ

史・

アイ

くＰ

で働
 
 
 
 
 
 
 
出典

「アイラ
江島は人口が

であり、学校

移住を増やし

アイランダー

アイランダー

や農産物、特

必要です。 

参考
国

公益財団法

島は日本の領

的役割と、食

国民的役割を

持つ島々です

が進むなど、

ています。し

つ人々や、島

文化に惹か

イランダーで

ＰＲし、また

働き、島で暮

典：「全国の島

地
ンダー等
が減少し続け

校を存続させ

していく必要

ー等移住希望

ー等移住希望

特産品、観光

考資料：全
国土交通省 
法人 日本離

領域や排他的

食料の供給や

を担っていま

すが、年々人

島の存続に

しかし、近年

島の持つすば

かれる人々も

では、島の魅

た島の芸能な

暮らすきっか

島々が集まる

地域活性
等移住希望
けており、高

せていくため

要があります

望者へ向けた

望者へ向けた

資源等の情報

全国の島
・  
島センター 

的経済水域を

や癒しの空間

ます。こうし

人口が減少し

にとって、厳

年では漁業や

ばらしい自然

も増えていま

魅力や求人情

などを体験す

けづくりを行

る祭典アイラ

21 

性化策の方
望者へ向
齢化が進んで

にも、また活

。 

イベントへの

イベントへの

報発信を行い

々が集ま

事業

守るという国

の提供とい

た重要な役割

、少子・高齢

しい状況が続

農業に関心を

然や独自の歴

す。 

情報などを幅広

ることで、島

行っています

ランダー201

方針 4-1
向けたイベ
でいます。ま

活性化を進め

の参加 

の参加を検討

い、江島の魅

まる祭典ア

業名等 

国

っ

割

齢

続

を

広

島

す。 

18」http://

: 
ベントへ
また江島小中

めるためにも

討します。参

魅力を知って

アイラン

/www.i-land

への参加」
中学校の児童

も特に子育て

参加にあたっ

てもらえるよ

ンダー 

― 

der.com/20
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童・生徒は現

て世代や若い

っては、島の

ような活動の

018/index.
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現在 4

い世代

の水産

の検討

html 
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江

機会

今

で、

に移
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島
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分
科
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に
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け

検
討
方
針

■島

洋

 

 

 

 

 

主体 郡山

り組み

の 

概要 

郡

ばれ

布引

猪苗

の高

立ち

す。

のひ

大会

大道

れま
 
 
 
 
 
 
 
 
出典

活性化策の
江島では島外

会や江島の魅

今後洋上風力

島民と島外

移住者や島を

島の魅力を体

洋上風力発電

山湖南まつり

郡山市湖南町

れています。

引高原ダイコ

苗代湖が一望

高原には、高

ち並び、高原

毎年 8月に

ひまわりウォ

会・抽選会、石

道芸人による

ます。 

典：「ぐるっと

の方針 4
外の方を島に

魅力を体験す

力発電施設等

外の方との交

を訪れる人が

体験するイベ

電施設や島の

参考資

り実行委員会

町の布引高原

この高原は、

コンの産地と

望できる絶景

高さ 100ｍも

原の風を受け

には風の高原

ォーク・大根

石筵ふれあい

るバルーンパ

と郡山」htt

4-2:「江
に誘致するよ

する機会があ

等を利用した

交流機会をつ

が増えていく

ベントの開催

の自然、島の

資料：郡

会（湖南町商工

原は、「風の高

、標高約 1,0

として有名で

景の地です。

もある風力発

てゆっくり回

祭りが開催

根の収穫体験

い牧場の移動

パフォーマン

ps://www.
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江島の魅力
うなイベン

りません。 

企画や、江島

くり、多くの

ことが望まれ

催 

の水産物・農産

山布引 

工会） 事業

高原」と呼

000ｍあり、

、磐梯山や

そして、こ

発電が 33基

回っていま

され、5km

・布引大声

動動物園や、

スも行わ

.gurutto-ko

力を体験
トは開催され

島の水産物

の方に江島の

れます。 

産物を楽しめ

風の高原

業名等 

oriyama.com

するイベ
れておらず、

・農産物を販

の魅力を体験

めるようなイ

原祭り 

郡山布

m/ 

ベントの開
島外の方が

販売するイベ

験してもらう

イベントを検

布引 風の高

資料

開催」 
が島民と交流

ベントを行う

うことで、将

検討します。

高原祭り 
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流する

うこと

将来的
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生活

方へ

移住

ま

談の

談の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典

域活性化
江島への移住

西海市では

ようなプロモ

が期待されま

プロモーショ

江島を対象と

向けたサイト

「全国移住ナ

活支援等に係

へ向けた、都

住のテーマ等

また実際に移

の全国コンテ

の中から、有

典：「全国移住

化策の方針
住者を増やし

は移住希望者

モーション動

ます。 

ョン動画の作

としたプロモ

トへの掲載な

総務省 

ナビ」は、関

係る総合的な

都道府県や市

等各テーマに

移住した方々

テストを開催

有識者委員に

住ナビ」htt

針 4-3: 
していくため

者へ向けたプ

動画を江島で

作成 

モーション動

など広く情報

参考資料

関係省庁と連

なワンストッ

市町村のプロ

にあった移住

が、移住の

催し、平成２

に審査いただ

ps://www.

23 

「江島プ
めには、移住

ロモーション

も作成する

画の作成を検

報を発信する

料：全国移

事業

連携し、全国の

プのポータル

モーション動

住先を探すこ

きっかけや移

７年１２月～

き、選出され

.iju-navi.so

プロモーシ
住希望者へ向

ン動画を作成

ことで、移住

検討します。

ことが必要で

移住ナビ

業名等 

の自治体と共

ルサイトです

動画が閲覧で

とが出来るよ

移住先での住

～２８年１月

れた受賞団体

oumu.go.jp

ション動
向けた情報発

成しサイトで

住希望者への

。作成した動

です。 

ビ 

共同して構築

す。全国移住

できるほか、

ようになって

住環境、働き

月の２ヶ月間

体に対して、

/ijunavi/ 

動画の作成
発信をしてい

で公開してい

の効果的な P

動画は移住希

― 

築するもので

住ナビでは、

仕事や住ま

ています。 

き方などを掲

間のアクセス

表彰を行っ

資料

成」 
いく必要があ

いますが、今

PR につなが

希望者や観光

で、居住・就

移住を希望

まい、生活環

掲載する移住

ス件数の多い

っています。

料 6 

ありま

今後こ

がるこ

光客等

就労・

望する

環境、

住体験

い体験

 



今後の取り組みについて
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○平成30年度第三回合同検討会・第⼆回勉強会
※平成31年2⽉1⽇（⾦）を候補⽇とし現在調整中
・最終結果の確認
■環境保全：江島地区における環境留意事項
■地域貢献：地域活性化策の⽅針
■合意形成：協定書（様式案）

・勉強会の実施
予定テーマ
■⾜利⼤学 ⽜⼭理事⻑による⾵⼒発電と地域との係わり等

※今後の予定は変更の可能性がございます。

⽉  ⽇

⼯  種 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21 1 11 21

    実施済   開催予定

現地調査（景観調査・⽔中撮影）

⾵⼒発電先進地への視察

12⽉ 1⽉ 2⽉

合同検討会

勉強会

江島地区・中浦地区検討会

平成30年度

4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉



①

風力発電導入に
向けた地域検討
会

①自然環境の保全と産業振興の両立
②風力発電を契機とした地域・産業振
興の検討

箇所：市内２地域：江島、中浦

経済産業省
資源エネルギー庁

委託

①地域検討会：7回
　　江島2回,中浦2回,合同3回
②勉強会：2回
③先進地視察調査
　　北九州市、茨城県神栖市
④-1景観調査
④-2魚礁効果調査（水中撮影）
④-3市民等への情報発信

アジア航測㈱
長崎営業所

②

海洋ポテンシャ
ルを活用した地
域振興実証事業
（地方創生推進
交付金事業）

海洋ポテンシャル（水産資源、風力
等）を活用した持続可能な地域振興
策検討

【全体計画（H29～31）】
・海洋再生可能エネルギー実証フィー
ルドを中心に地域資源（海洋ポテン
シャル）を活用した地域振興策の検
討・実証事業を行う。

【H29】海洋再エネ実証フィールド海底
調査

【H30、31】海洋ポテンシャルを活用し
た地域振興策実証事業

【H31】市内事業者の再生可能エネル
ギー分野参入支援事業

内閣府
交付金

海洋ポテンシャルを活用した持続可能な
地域振興実証補助金

【提案内容】
①海の見える化
②漁業共生に向けた漁場環境調査と共生
策の検討
③産業の育成

公募
↓
JRE

③

西海市再生可能
エネルギー活用
計画改定

再生可能エネルギーの導入を契機と
した実効ある地域振興策の具体化
（ロードマップ及び役割分担の提示、
プロジェクト組成）

【H30の成果】H31国プロ申請書の作
成
　・資料収集、現状把握、将来像検討
【H31の成果】再エネ計画策定
　・スケジュール、役割分担も盛込む。

西海市
一般財源

①将来の関係者となる市内の若手人材に
よるワークショップ等で十分に議論を行
い、市民目線で地域・行政の役割や必要
なルールなどを検討のうえ、新計画に盛込
む。

公募
↓

パシフィックコン
サルタンツ㈱

④ 再エネ普及啓発
産業振興と環境保全の両立を目指
し、地域資源を活かした取組みを推進
する。

西海市
一般財源

①風力発電産業現地見学、体験
　　小学生8名、中学生4人　＠北九州市
　　時期：7/29
②潮流発電ワーキンググループ
　　年3回程度⇒H30.6月（一旦整理）
③風力発電推進市町村全国協議会
　　加入
　　県内加入自治体：平戸市、五島市、壱
岐市

市内
小中学生

募集

平成30年度西海市再生可能エネルギー関連施策一覧（H30.11.30現在）

番号 項目 目的 財源 H30内容 契約相手方

資料8
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